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　まずは世界最高のビーム強度を誇る線形加速器ライラック

（RILAC）※2。1 秒間に 2.4 兆個もの亜鉛原子をビームにして光速の

10%まで加速し、ビスマスの標的に照射します。もしビーム量が10

分の 1 だったら？ニホニウムを 3 つ作るのに 100 年！とても発見

出来ませんでした。

　実はこのビーム、強力過ぎて、厚さ1万分の5mmのビスマス標的

に一瞬で穴を開けてしまいます。そこで、同じ場所にビームを当て続

けないよう、標的を円盤上に並べ毎分 3000 回転以上で回すことに

しました。この回転標的も立派な立役者です。

　さてニホニウムが合成されるのはとても稀です。そのうえ折角出来

ても、大量の亜鉛ビームに混じってしまっています。その中からニホ

ニウムだけを選り分けられるのが気体充填型反跳分離器 (GARIS)※3

です。あたかも浜辺の砂の中から一粒のダイヤモンドを探し出すよう

な大立役者です。この GARIS が無くては、ニホニウムを見つけるこ

とは不可能なのです。

　これらの装置はいずれも研究者が自ら設計し、加速器を運転するス

タッフの人達とともに作り上げました。実験は 24 時間連続で何週間

も休むことなく続きます。その間ずっと加速器の運転を続ける加速器

スタッフの不断の努力が実験を成功に導いてくれました。
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　ニホニウムの合成の原理は数字の上では単純です。亜鉛

(Zn 原子番号＝ 陽子数 30) の原子核とビスマス (Bi 原子番

号＝陽子数 83) の原子核を衝突させ、融合させれば 30 + 

83 = 113番元素・ニホニウムが出来上がります。

　実験開始は 2003 年 9 月、夜に日をついで亜鉛ビームを

当て続け、翌年の2004年 7月23日に、やっとひとつのニ

ホニウムが合成されたことを確認しました。

　確認するには、新元素がα崩壊することを利用します。α崩

壊は原子核からα粒子 ( = ヘリウム原子核 原子番号 2) が

放出される現象です。新元素からは 3 秒間のうちに次々と 4

個のα粒子が放出され、約40秒後には核分裂を起こしまし

た。この４個目のα粒子のエネルギーが当時すでに知られて

いたボーリウム 266 (Bh 原子番号 107、 中性子数 159) 

が出すα粒子のエネルギーとほとんど同じだったのです。こ

れは新元素が陽子数 2 のα粒子を 3 つ放出してボーリウム

になったということ、つまり新元素は 107 + 2 + 2 + 2 = 

113番元素・ニホニウムに違いないということを意味します。

　さらに実験は続きます。翌年 2005 年 4月 2日に 2つ目を確認。

1 つ目と同様の 4 回のα崩壊、そして核分裂を観測しました。実は

核分裂をせずに6回のα崩壊を観測できれば、これこそ決定的な証

拠となるのです。3 つ目を目指して実験は続きますが、2006 年、

2007年、2008年、2009年…となかなか新たなニホニウムは合

成できませんでした。

　そして 2012 年 8 月 12 日、とうとう 3 つ目を確認。これは 4

個のα粒子を放出してドブニウムになった後も核分裂せず、さらに

2個のα粒子を放出したのです。その上4、5、6個目のα粒子のエ

ネルギーはそれぞれボーリウム266、ドブニウム262(Db 原子番

号 105、 中性子数 157)、そしてローレンシウム 258(Lr 原子番

号 103、 中性子数 155) が出す既知のα粒子のエネルギーと同じ

だったのです。ニホニウムの合成に間違いなく成功したのです。
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2016 年 11 月 30 日、
元素名ニホニウムを正式発表！

森田グループディレクターのコメント
　我 々 の 提 案 し た 元 素 名

「nihonium」、元素記号「Nh」が認

められ、正式決定したことを大変

うれしく思っております。日本

発、アジア初の元素名が人類の知

的財産として将来にわたり継承

される周期表の一席を占めるこ

とになりました。研究グループの

代表として大変光栄に思います。

　基礎科学における発見は、その

のち思いもよらないブレークス

ルーを数多く生み出し、人類に多

くの恩恵をもたらしてきました。

一方、基礎科学研究そのものが

日々の生活に直接影響を与えることはほとんどありません。そんな状況にもかかわらず、

私たちの実験のような長期的で地道な基礎科学研究を支援してくださった国民の皆様、

そして研究所と関係府省の皆様に改めて深く感謝します。ありがとうございます。

NEWS!

2016年 12月 1日の記者会見にて。右から、松本紘理事
長、森本幸司チームリーダー、森田浩介（理研仁科加速器研
究センター超重元素研究グループ グループディレク
ター、九州大学大学院理学研究院 教授）、延與秀人（仁科加
速器研究センター センター長）

HISTORY of NIHONIUM

2001年

1986年

1984年 実験スタート

RIBF、GARISの改良

2001年 108番、110番、111番元素でテストし成功

2003年 113番元素での実験スタート

2004年 112番元素でテストし成功

2004年 113番元素を初合成

2005年 2個目の113番元素を合成

2012年 3個目の113番元素を合成

2015年 命名権獲得

2016年 元素名「nihonium（ニホニウム）」、
元素記号「Nh」に決定

～

ニホニウム命名記念ポスター

[※1] RI ビームファクトリー (RIBF)　理研が有する RI ビーム発生施設と独創的な基幹実
験設備群で構成される重イオン加速器施設。RI ビーム発生施設は、2基の線形加速器、5基の
サイクロトロンと超伝導RI ビーム分離生成装置「BigRIPS」で構成される。世界最多となる約
4,000種のRI を生成できる。

[※2] 重イオン線形加速器「RILAC」　RILACは RIKEN Linear Accelerator の略。高周波
電場を用いて、重イオンを直線的に加速する加速器。多数のチューブ型電極が空洞の中に直線
上に並べられている。RILACは、重イオンを加速するために低い周波数（18～45MHz）で運
転でき、また多種のイオンに対応するため周波数も変えられる。通常のイオン線形加速器はパ
ルス運転だがRILACは連続運転ができるため、平均ビーム強度が非常に高い。

[※3] 気体充填型反跳分離器「GARIS」　GARIS は Gas-filled Recoil Ion Separator の
略。重イオン核融合反応で合成した目的の超重元素を、入射ビームや副反応生成物から高効
率・高分離能で分離、収集する装置。ヘリウムガスの充填により、目的とする超重元素イオン
が標的膜からどのような価数で飛び出してきても、高い効率で収集できる。

www.nishina.riken.jp

2017.7


